
第１回京極町学校運営協議会が、５月２２日（水）公民館にて開催されました。

学校運営協議会だよりＮＯ４では、第１回運営協議会の様子を、学校運営協議会だより３号に引き

続きお伝えしたいと思います。

それでは、小学校・中学校部会（熟議）の様子を（各部会の記録用紙の記載内容を）お伝えします。

■島校長（京極小学校）より学校の様子を委員のみなさんに紹介しました。

○新入生１５名入学し、全校児童数１０９名です。

○４月中旬にインフルエンザの流行により、学年

閉鎖を実施した学年があります。

○今年度の学校経営方針にも示している「あい

さつ」の取組は、小学生と中学生の間でも「あ

いさつ」が見られるようになってきています。

○ネット・スマホの使い方については、家庭にも

協力をいただかなければならないと考えてい

ます。

○アフターコロナにより「いつでも参観日」が復

活したので、委員の皆さんにも是非授業を参

観いただければ幸いです。

○暑さ対策として、エアコンの設置工事が行われています。

■島校長より「学校が求めている地域の人材」について説明がありました。

○今年、集団下校訓練は、中学校と合同で実施することができました。危機管理対応は一層の充実

が求められます。そこで、登校下校時の交通安全・見守り活動は、多くの地域の皆様にご尽力いた

だていいますが、より多くの方の協力をいただければと考えています。
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小学校部会の様子

ここでコーディネーターより

小中学校合同集団下校訓練を紹介します。

集団登下校とは、児童・生徒が一定以上
の規模の集団となって通学路を登校下校
すること。児童・生徒の安全を確保するこ
とが目的で行われます。
写真は、本年度５月２日（木曜日）に実施

した小学校と中学校合同による集団下校
訓練の様子です。
今後、様々な災害から子どもたちを確実

に守るために、学校運営協議会において
も、各学校の防災の取組や危機管理マニュアルを理解し、学校と地域が協働して
危機管理に取り組めるよう熟議をしたいと考えています。



■林校長（京極中学校）より学校の様子を委員のみなさんに紹介しました。

○新入生２２名入学し、全校児童数６９名です。

○１年生は中学校生活を楽しんでほしいと考えていま

す。２年生は行動する姿勢が良いです。３年生は元気

です。

○総合的な学習の時間の中で、１年生・２年生は職場訪

問でインタビューを行います。３年生は職業体験を行

います。学年によってそれぞれ取組が異なることをご

理解いただきたいと思います。

■林校長より「学校が求めている地域の人材」について説明がありました。

○技術の木工の授業などで実技指導をしていただける方がいると助かります。例えば、のこぎりを

使う時のちょっとしたコツなどを指導していただけるととても助かります。

ここでコーディネーターより

中学校・高等学校の免許外担任制度を紹介します。

中学校、高等学校等において、担当の免許状を所有する者を教科担任とし
て採用することができない場合に、校内の他の教科の教員免許状を所有す
る教諭等が、１年間に限り、免許外の教科を担当することができます。
校長及び教諭等が、都道府県教員委員会に申請し、許可を得ることが必要

です。（教育職員免許法附則第２条） ～文部科学省資料より抜粋～

2016 年の文部科学省調査では、免許外担任の許可件数は、全国で１万１，０００
件でした。こうした状況が続く原因の一つには、少子化による学校の小規模化が
あります。公立学校には、教職員定数があり、学級数が減ると当然、１校あたりの
教員も少なくなります。各学年１学級の中学校を例にすると、授業をする先生の
配置数は７名です。７名の先生が、所有免許が１教科の場合、少なくとも３教科は
免許外担任制度を活用することになります。
こうした実態がある中でも、子どもたちが、これからの社会をたくましく生き抜

くために必要な資質・能力を育成するために質の高い授業が求めらています。そ
のためは、「社会に開かれた教育課程」の実現が不可欠であり、また、学校運営協
議会への期待が高くなっています。「社会に開かれた教育課程」については、今後
発行する学校運営協議会だよりにて紹介させていただきたいと思います。

中学校部会の様子

みんな学校の応援団です。
６月１５日（土曜日）京極小学校で行われた運動会は、天

候に恵まれ、多くの保護者・地域の方をお迎えして実施す

ることができました。写真は、仲間を応援する児童の姿を

撮したものです。地域のみなさまには引き続き、小学校・中

学校を応援いただければ幸いです。

今年、学校運営協議会では、「学校応援ボランティア」を

募集しています。可能な方は、是非登録をお願いします。
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